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図３ ニジキジ Lophophorus impejanus 
出典： 名古屋市立東山動物園にて著者撮影（2012 年 12 月 5 日） 
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インド会社が収集した 111 羽、マリックから寄贈された 110 羽、そして、動物学協会代理人が
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シムラー Lord William Hay 102 82 
クッルー Captain Hay 200 N/A 69 
150 
クマーオン Major Ramsay 200 65 
206 マスーリ Mr. Wilson 411 166 
デヘラー・ドゥーン Mr. Keene N/A 29 
Total >1036 >525 446 261 
出典：Talbot to Mitchell, 3 Mar. 1857, ZSL, BAD, Talbot papers 
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動物学の発展を担う人材が送り出されていった。こうした人材がナショナリズムの隆盛ととも
に、インドにおける動物学の制度化を主導していくことになった。 
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認する人々）が科学知（と主張されるもの）を不特定多数の公衆の前で議論するようになり、
科学とは何かが改めて問われるようになったのである。その意味において、これらの劇場型空
間は科学者が専門職業集団として活動し、国家や社会と対峙、交渉する場所を用意したとも言
える。しかし、ジェントルマン・メナジュリストによる気候順化が示すのは、そうした劇場型
空間を必要とせず、ディシプリンとして確立・認知されることを求めずに継承された科学の実
践例である。たしかに、科学の制度化という視点から見ると、気候順化はその周縁に位置付け
られるものだが、それが自然環境にもたらした変化や、それに対応して発展した自然地理学な
どの諸学問におよぼした影響は、無視することができないほど大きい。このことは、科学の制
度化における「周縁」の意味を改めて問い直し、近代科学の複数の軌跡を想定する必要を示し
ている。周縁に位置することは、必ずしも中心から追いやられたことを意味するのではない。
そこにあることで得られる利点をジェントルマン・メナジュリストは選択し、享受したのであ
る。 
